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貿
易
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律�

�

（
平
成
二
六
年
四
月
一
一
日
法
律
第
一
九
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
三
月
一
九
日
・
衆
議
院
経
済
産
業
委

員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

○
茂
木
国
務
大
臣　

貿
易
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま

し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、我
が
国
が
経
済
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

日
本
企
業
の
国
際
展
開
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
著
し
い
経
済
成
長
を

遂
げ
る
新
興
国
を
初
め
と
す
る
海
外
の
旺
盛
な
需
要
を
獲
得
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

貿
易
保
険
制
度
は
、
対
外
取
引
を
行
う
者
が
戦
争
や
テ
ロ
等
の
発
生
に

よ
っ
て
こ
う
む
る
損
失
を
補
填
す
る
、
日
本
企
業
の
国
際
展
開
に
必
要
不

可
欠
な
保
険
制
度
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
一
月
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
発
生
し

た
テ
ロ
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
海
外
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
増
大
や
、
取

引
形
態
や
資
金
調
達
方
法
の
多
様
化
な
ど
、
海
外
事
業
環
境
は
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
貿
易
保
険
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
日
本
企
業
が
海
外
で
プ
ラ
ン
ト
建
設
を
行
う
際
に
、
テ
ロ
や

戦
争
に
よ
っ
て
事
業
が
中
断
さ
れ
た
場
合
に
当
該
企
業
が
こ
う
む
る
人
件

費
や
貨
物
保
管
費
等
の
追
加
的
費
用
を
新
た
に
貿
易
保
険
の
対
象
と
し
ま

す
。第

二
に
、
日
本
企
業
の
海
外
子
会
社
や
日
本
製
品
を
扱
う
現
地
販
売
会

社
に
よ
る
輸
出
な
ど
の
取
引
を
新
た
に
貿
易
保
険
の
対
象
と
し
ま
す
。

第
三
に
、
日
本
企
業
が
参
画
す
る
海
外
で
の
資
源
開
発
等
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
資
金
調
達
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
本
邦
銀
行
の
海
外
拠
点

や
外
国
銀
行
か
ら
の
融
資
を
新
た
に
貿
易
保
険
の
対
象
と
し
ま
す
。

そ
の
他
、
日
本
企
業
が
国
内
に
お
い
て
海
外
企
業
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
取
引
を
貿
易
保
険
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本

貿
易
保
険
の
再
保
険
の
対
象
を
国
内
の
保
険
会
社
が
引
き
受
け
る
対
外
取

引
向
け
保
険
に
も
拡
充
す
る
な
ど
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
要
旨
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、衆
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
三
月
二
七
日
）

○
富
田
茂
之
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。
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本
案
は
、
近
年
の
日
本
企
業
の
海
外
事
業
地
域
に
お
け
る
戦
争
や
テ
ロ

の
リ
ス
ク
の
増
大
、
取
引
形
態
や
資
金
調
達
手
法
の
多
様
化
な
ど
、
海
外

事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
貿
易
保
険
の
機
能
の
見
直
し
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
日
本
企
業
が
海
外
で
事
業
を
行
う
際
に
、
戦
争
や

テ
ロ
に
よ
っ
て
事
業
が
中
断
さ
れ
た
場
合
に
こ
う
む
る
追
加
的
費
用
及
び

日
本
企
業
の
海
外
子
会
社
等
に
よ
る
取
引
等
を
新
た
に
貿
易
保
険
の
対
象

と
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
十
八
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
九
日
に
茂
木
経
済

産
業
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
二
十
六
日
に
質
疑
を
行
っ

た
後
、
討
論
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
三
月
二
六
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一　

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険
が
行
う
貿
易
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、｢

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
民
間
に
委
ね
る
」と
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
民
間
保
険
会
社
が
引
受
け
困
難
な
分
野
を
対
象
と
す

る
よ
う
、
詳
細
な
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日

本
貿
易
保
険
は
、
民
間
保
険
会
社
の
参
入
を
妨
げ
な
い
よ
う
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
再
保
険
の
引
受
け
な
ど
を
通
じ
て
民
間
保
険
会
社
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
充
実
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
四
月
四
日
）

○
大
久
保
勉
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
本
邦
企
業
の
国
際
的
事
業
展
開
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
踏
ま
え
、
貿
易
保
険
の
制
度
の
整
備
を
図
る
た
め
、
出
資
外
国
法
人

等
に
よ
る
販
売
若
し
く
は
賃
貸
、
仲
介
貿
易
又
は
技
術
提
供
に
伴
う
危
険

を
保
険
す
る
出
資
外
国
法
人
等
貿
易
保
険
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
普
通

輸
出
保
険
、
輸
出
代
金
保
険
及
び
仲
介
貿
易
保
険
を
普
通
貿
易
保
険
及
び

貿
易
代
金
貸
付
保
険
に
再
編
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
海
外
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
貿
易

保
険
の
在
り
方
、
中
小
企
業
等
に
対
す
る
海
外
展
開
支
援
策
、
日
本
貿
易

保
険
と
民
間
保
険
会
社
と
の
役
割
分
担
、
海
外
に
お
け
る
テ
ロ
被
害
者
等

に
対
す
る
救
済
措
置
の
拡
充
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
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し
て
倉
林
理
事
よ
り
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
四
月
三
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一　

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
な
ど
対
外
取
引
の
健
全
な
発
達
の
推
進
を

図
る
に
当
た
り
、
在
留
邦
人
や
日
系
企
業
等
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期

す
こ
と
。
ま
た
、｢

在
留
邦
人
及
び
在
外
日
本
企
業
の
保
護
の
在
り
方

等
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」の
提
言
及
び
犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進

会
議
決
定
を
踏
ま
え
、
海
外
で
の
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
経
済
的
支
援

制
度
の
創
設
及
び
労
災
保
険
制
度
の
運
用
改
善
な
ど
、
被
害
者
及
び
被

害
企
業
に
対
す
る
救
済
措
置
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

二　

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険
が
行
う
貿
易
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、｢

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
民
間
に
委
ね
る
」と
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
民
間
保
険
会
社
が
引
受
け
困
難
な
分
野
を
対
象
と
す

る
よ
う
、
詳
細
な
制
度
設
計
を
行
い
、
民
間
保
険
会
社
の
参
入
を
妨
げ

な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

三　

民
間
保
険
会
社
が
充
実
し
た
対
外
取
引
向
け
保
険
を
地
域
の
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
者
へ
提
供
で
き
る
よ
う
、
日
本
貿
易
保
険
に
よ
る
再

保
険
の
引
受
業
務
に
係
る
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
手
続
の
簡
素
化
に

努
め
る
こ
と
。

四　

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
保
険
の
リ
ス
ク
管
理
及
び
保
険
金
査
定
等

の
業
務
運
営
、
内
部
統
制
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の
強
化
を
図
る
た

め
の
体
制
整
備
、
並
び
に
人
材
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


